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György Ligeti's《Désordre》(1985), the first etude in the first volume of his etudes for 
piano, is constructed of the operation of sound density that is clearly manifested in its rhythmic 
structure. Focusing on the rhythmic structure of the work, this article defines the degree of the 
density of the accented notes within a unit time, referred as “horizontal density.” The analysis 
based on this horizontal density permits the understanding of two key aspects of the work: the 
first, "the change in tempo felt due to expansion/contraction of sound patterns," and the second, 
“the asymmetric length divisions of the beats." In sum, it is recognizable that the complex overall 
structure of the work is formed by the compounds composed of simple elements coupled with 
the operation of sound density.
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1  曲のテンポに関して２分音符＝ 63 と指定されているが、演奏家による解釈の幅が見られる。
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まず、曲の全体構造を見ていく。本作品は、大きく 2 つの部分に分けられる（第 1 部分は右手の 1






























メロディ周期を表した譜例である 5（譜例 2,3）。 音の動きの特徴を手掛かりに、フレーズの構造に
ついて見ていくと、右手は A+A'+B、左手は A+A'+B+A'' に分割することができる（譜例 2,3）。両手
ともに第１フレーズの冒頭は同じモチーフから始まる 6。この７つの音の動きから成る A を基本形
とすると、A' は基本形に音程の変化を加えたものであり、B は基本形の変形に 5 個の音から成る異
なる音型を付加したものである（このように大きな変化を加えられ「ゆらぎ」を多く含んだ部分を













いることに気づく。右手のフレーズを例に挙げると（譜例 4）、1 小節目から 2 小節目にかけての短
2 度で上行する音型は、5-6 小節目と 9-10 小節目に対応し、それぞれ上行型という特徴は残したまま、
完全４度と短３度に音程を変化させる。同様の例は 3 小節目から 4 小節目にかけての短 3 度で下行
する音型にも現れ、これは 7-8 小節目と 11-12 小節目で下行型という特徴は残したまま、それぞれ
完全５度、短６度に音程を変化させる。 
譜例 4：音程の変化のポイント 
A 右手の 1 ～ 4 小節目        　　　　　　　  A' 右手の 5 ～ 8 小節目　　　　　　　　B 右手の 9 ～ 12 小節目  　　
　このようにしてメロディは、右手が 14 小節、左手が 18 小節単位のフレーズに分割することができ、






























9  Murariu, Mihai. 2014. Désordre by György Ligeti: Analytical Remarks. Musicology Today Volume 17. Journal of the National 





　次に反復に伴う両手間の音型のずれの経過を観察する。まず両手ともに、8 分音符 8 個分の音型
を反復する中で、4 小節毎に、右手が 8 分音符 7 個分の音型へと変化する。その度に、右手と左手
の音型の始まりが 1 拍ずつずれることになる 10。この過程を 8 回繰り返すうちに、右手の 33 小節目、
左手の 34 小節目で、再び音型の始まりが一致する（譜例 5）。以後、左手の拍の数も徐々に減少す
るなど、この過程がより複雑に絡み合っていき、第 1 部分の終わりでは、音型が右手は 2 拍、左手
は 1 拍の音価にまで縮小される（譜例 6）。次に示すのは、音型のずれの推移である。 
譜例 5：音型のずれの推移
10  ここでは８分音符１個分を１拍の単位とする。



























11  1 段目は「アクセントで区別された層」、2 段目は「上行音型で区別された層」における 8 分音符の数を示す。
12  Murariu, Mihai, op.cit., pp5,8.
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表 4 : フレーズを構成する音型のリズム構造の反復 
a. フレーズ 1 とフレーズ（右手）
b. フレーズ 5 とフレーズ 6（右手）
 
c. フレーズ 11 からフレーズ 13（右手）
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13  「アクセントで区別された層」の音は□印、「上行音型で区別された層」の音は〇印で示す。 
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表 5：フレーズ 1（第 1 部分冒頭）とフレーズ 11（第 2 部分冒頭） 
譜例 8：フレーズ 1 冒頭の右手（第 1 部分冒頭）
　　　    フレーズ 11 冒頭の右手（第 2 部分冒頭）
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